
BEしCAでi 第13田 BELまこのたび、 日 巳巳巴剛剛心酬

したので、お知らせいたします。 

t.J:お、表彰式は来る平成16年 5丹18日(火)16s寺より、東京都中央区日本橋蛎殻町の口イヤ 

jレパークホテんで開イ雀されます。

第 13田 BELCA賞喪彰物件

ロングライフ部門
(五十資JII買)

ど1レチ2ング
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ベストワフォーム部門
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BELCA賞は、適切な維持保全を実施したり、優れた改修を実施した民王将の建築物のうち、特に優秀

なものの関係者をロングライフ、ベストリフォームの 2部門により表彰し、もって良好な建築ストック

の寿成に寄与することを間的に設けられた、我が国務の既存建築物の韓合的表彰制震です。 

BELCA賞は平成 3年に創設され、今回の表彰が13冨自となります。

受賞者には(社)建築・設構雑持課金推進協会会長より表彰状が鰭られ、また建物所有者に対しては、

文化勲章受章者。文化功労者の彰金作家粘佐美行氏の手による賞牌が贈設されます。

表彰の撞類として、ロングライフ部門とベストリフォ…ム部門の 2部門が設けられていま

ロングライフ部門;之、議築物のロングライフを考産した適切な設計のもとに建設され、長年にわたり

適切な雑持保全が実撞され、建築後20年以上を経過した建築物のうち特に優秀なものを表彰するもので

あり、ベストリフォーム部門は議近改修され、その改穆により画期的な活性化が諮られ、改修後 1年以

を経過した建築物のうち蒋に優秀なものを表彰するものです。

なお、受賞者はロングライフ部門については、建物所宥者、設計者、雑二仁者、維持管理者の罷者であ

り、ベストリフォーム部門ぷついては建物所有者、 {改修ぷ際しての)設計者、 (改憾に療しての)施

工者の三者になります。

また、過去の主な受賞物件と今屈の表彰物件まで含めた受業数は以下の通りです。

ロングライフ部門・・-世界平和記念塑意、三井本館、臓部時計j吾、国史劇場

自本生命日比容ぜル、在日米国大綾鯖大使公邸、経部連会館

伊予銀行本庭、丸石ピルデイング、立教学院藷聖徒礼拝堂

日清製粉掠式会社鶴見;工場工場本館 等63物f4
ベストリフォ…ム諮問・・・大薮マーチャンダイズ・マートピル、議威、霞ヶ関ピル

神戸郵船ピル、水の科学博物館、議浜市大倉山記念鐘

品開女子学眠、聖路加国際病院 1号館・トイスラーハウス

大和銀行虎ノ門ピル、ピーエス謙式会社オランジュリ 等総務弁

(JI眠不問・敬称略)

内出 葬哉 (東京大学名誉教授)

三井}芳靖典(芝諾工業大学建築学科教援)

鎌出 元康 (東京大学大学院工学系請究科教投〉

博司 c 同部統括部長〉東急不動産(持都市事業本部建設企i

五十殿菊弘(鹿島建設鰍専務淑締役)

タ 可児才分 (大成建設機常務設計本部長)

タ 清水重男 (側三菱地所設計取締役技師長) 
イシ i頼関 光雄 (三機工業持常務議議役空調衛生事業部長)

イ少 中島 修 一 (ダイケンエンジニアリング鰯常務取締役)

タ 永風呂平 〈鞠石本綾築事務所専務取締役〉

タ 山端 長率 (日本竜設工業棋常務取締役〉

長

長

員

ミ

員

員

長

委

委

委

副

離 

イシ

BELCA NEWS 89号 (2004.3) 3 



BELCA賞は、わが関において良好な建築ストックの形成に寄与することを目的に設けられた設で、

遠弱な雑持保全を潔擁したり、護れた改惨を行った既存の建築物のうち、特に優秀なものを選び、その

関謀者をロングライブ、ベストリフォームの� 2部門に分けて表彰している� 平成� 3年より始まったO

BELCA賞は、これまでに諮問、合計で116物詳の盤築物の際謀者を表彰した。

地球環境問題などを背禁に、建築物の長類和F自の議選が議ち上がっており、建築物のコンパージョン

に関心が高いことから、今回も全国から多数の応募をいただいた。

第10回の選考より、阿部門あわせて10物件以内を表彰することとしたが、選考の結果、今回もロング

ライフ部門、ベストリフォーム部門それぞれ� 5物件、合計10物件を表彰することとなった。部開到の枠

を外してj去来、儲らずも� 3同連続して両部門� 5物件ずつの表彰となった。

ロングライフ諮問で表彰する� 5物粍:は、関僻する方々が不断の努力で維持保全に努められた成果であ

り、 「建築物のロングライフイじという今後の課題に対し、答えが得られたものと考える。今後とも、

さらに永く緩いけられることを建得したい。

一方、数年来の「コンパージョンjへの関心の高まりに合わせ、ベストリフォーム部門iこは、多くの

物件の応募をいただいた。選ばれた� 5物件はいずれも改接前の主な用途と詰異去る務評である。用途を

変えて活用するには、法的な対応が求められるので、これらの物件で示された隷々な工夫や技衛辻、今

後の建築界に新たな知見や手法を提供するものと期待している。

これ迄の受賞物件は東京都内に在るものが多く、全体の約� 4割を占めていた。しかし、今回は都内の

受賞が2務f判ごとどまり、これまで表彰物件のなかった静岡県と故賀県から新たに受賞物件が出た。� 

BELCA賞の量三響試蒼実に各地に広まっており、� BELCA賞のさらなる を期待したい。

される物件が、わが罷の壊兵な建築ストックの形成に寄与することを騒い、受賞物件の関係

者に対し探く敬意を表したい。� 

‘ 
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第13匝IBELCA議ロングライフ部門には全国から護れた維持銀全を行った物件の蕗委主をいただいた。

竣工年代)JIJにみると、 1980年以降に竣工した物件が過半を占め、平成17年変(第15回)から変更される

ロングライフ部門の募集条件“竣工稜30年以上を経過したもの"ぷ該当する物件は少数にとどまり、受

までヨさった物件は 1件となった。比較的新しい建物の忠募が多かったといえる。 1次の言害額審査を通

した建物に|喝し、 2次の現地審査を行い、般正な審議の結果、 BELCA糞ロングライフ部門の表彰物

件となったのは、以下の 5物件である。 

rMOA焚術館J(1981年竣工)は、竣工時に、壮大な講懇の英術館、ょにスカレ…ターを大量に駆使し

て来訪者を UJ上に導くという思い切った発想で話題となった美欝識である。長期の維持保全計画iに基づ

いて、 iおま完擦な維持保全が MOAグループの専従職員によって行われ、さらに、年間4，500入もの「ア

ート・ボランテイアjが館内案内や請識にあたっている点が向く評錨された。また、党ファイパーケー

プルの高速・大草子量化、水害熱設備の掠用などによる IT化対誌や省エネ対応も行っている O 

fザ・シンフォニ…ホ…ルJ(1982年竣仁)は、現在の日本でも数少なし竣工当時にはより希少価額

のあるクラシック音楽専用*…ルとして建設された建物である。残響時間 2鞍を実現するため、摸翠実

験を含めた詳細な検討の末に建てられた建物であり、このホ}ルの?を響性能の維持を第一擾先課閣とし

て、音響反射捧・拡散体の維持・保全、客席の木製椅子の張り替え、発生音対策を考えての設構改鯵な

どが極めて着実に行われてきた点が高く評髄された。また、計両当初考えられなかった女性聴衆の増加

に伴う女子便所の培設、休躍時障をより光突させるための諸施設の改惨なども漉和惑なく成功させてお

り、設構機器設置スペースに余裕があったため設備改修も無理なく行われている。 

f事寺山ピルヂングJ(1978年竣[) I土、商業とオフィスの複合ビルであり、周辺の告立をみに捺け込む

ように配麗した人工地般の広場をもち、ツインタワー状の形状をした、地域冷暖謡、中水施設を含んだ

態物である。オフィス内部の梁背をすべて600mm~こ抑え、梁下でダクトや喜己管の取り屈しを可能とし

た構造方法をとっていたため、時代の要請に応ヒて中廊下式のオフィスを大部銭形式に容易に改惨でき

たこと、 OAフロアの導入に際し、空謁システムを改{奮し逆に荒井を高くし、高効率照明器兵を積根的

;こ採用し，照疫を向上させるなど、議内環境の改警にも常に取り離んでいることが高く詳細された。ま

鵜審会維持・管理計画のもとに維持・管理が行われており、設備機器設董スペ…スが余捧をもって

討揺されていたため、更新・改修が紫理なく行われている。

「世界繋易センターピルデイングJ(1970年竣工〉は、“世界貿易と交通に関するセンター"として、

ケ欝ぜルに続いて東京で 2番目に建てられた超高麗どルである。竣工後10年目に中期修繕計繭を立案、 

20年目には第一次 1)ニューアルを実摘、 40年自の2010年には第二次ワニュ…アルが計画されるをど、

寿命先に対する堅実な考え方が高く評鶴された。また、フレキシピリテイの高いセンタ…コア方式、余

裕のある設儲スペースなどのとき拐の妥当な計幡から、維持・管理・吏新が無躍なく行われており、さら

に不要に令った甫話交換室を転用しての ITサ…パーセンターの設置、太陽先発電設備やガスターピン

・コ…ジェネレーションの導入など、適切な IT化対応、省エネ対策を行っている。


「三輪そうめん山本;本本社叩J(1碍記
983年竣工工:)μ;は立ム、

物"をコンセプトとして建設されたが、竣工後 3期に豆つての増築を重ねても、その担惑が見事に効果

を発揮している点、強設さ当詩から続いている、建築主、建築額問、設計者、誰工者の連絡体制、諮請や

簡単なメンテナンスは社員自らが行う捧舗などが高く詩{揺された。また、雨水貯留捕により調辺環境に

記惑しており、認王者:きの精境・鋳製建具のディテールが現在も建設当初の精度を採っている。

以上 5f牛の授賞物件は、対初計画が妥当であったもの、雑持・保全が計額に従い、堅実に、かつ熱癒

をもって行われたものであり、真の議味で“幸せな欝築"と呼ぶにふさわしいものばかりである。 
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のBELCA賞ベストリフォーム部門にも多数の応募をいただき、はじめから競争の散しさ、審査

の難しさが予想された。しかも前々回以来、選考の過程ではベストリフォ…ム部門とロングライフ部門

をi送別せずに審査を進めることとしているため、競争は一層激しくなる。阿部門を区加せずに審査を進

める遊山辻、部門間の区分が明確化しにくいからであり、特に「リフォ…ムJの概念の幅が広いベスト

リブオーム部門に応募されたものの中には、ロングライフ部門の方がふさわしいかあるいはロングライ

フ諮問に譲りなく近いと思われることが度々ある。従って今閉もロングライフ部門の応募を含め全応募

物持を対象に禍次審査を行った。続く二次審査(現地審議)も阿部門のじま分をせず、現地の状況を確認

しながら、審査欝で方針をだし、豆、募者と協議して判定することとした。結巣として選ばれた10件は、

応募者の定、募区分通りの再蔀門それぞれ� 5拝ずっとなり、今年撹の食が決定した。� BELCA賞

ベストリフオ}ム部門の受賞作は以下の謹りである。� 

11日吉賀銀行jは、境治39年に竣工した擬津主義建築で、一見レンガ濃のように見える外壁はタイル貼

の木造の建築である。構造の木部が菊水の浸透による長語教が馨しし戟壊しを勧める戸もあったが、明

治・大正期にかけての金融撞設建物が昭和時誌を過して欝のシンボルとなり、市民の愛着も探く、街並

み車戒の重要な建物として謀存され展示施設に生れ変わった。今関のリフォームで主室を吹抜の空間に

戻す作業や木造骨組の外慨にで-瓦を張り詰め、その上にタイルを在韓する原社謙を、実験を重ねて再現

した努力などが讃えられる。

「群馬県昭和庁舎」は、昭和� 3年に控藤功ーの設計で議設された壊れた建築であり、薪庁舎の建設に

伴い、県民利用のための施設に用途替えして保存されたものである。今回のリフォーム泣影響の最も少

ない部分に効果的な耐震補強を行い、必要な設備機識を巧みに付加し、内装註オリジナルのもつ患轄を

残す配慮がされている� その中には、吏なる話、服とリフォ…ムを未来に託す意図も惑じられる。昭和10O

年{立までのわが国の庁舎は、豊かさを感じさせる諸物が少なく令いが、それらの設いのモデル的手法を

示している建物といえる。� 

「ノリタケの森」は、明治37年の創業以来活動し続けてきた工場施設の改修と一部取壊しによって産

業施設の記念碑的な展示施設として、新しい都市営問を創造した穣れたワフォームである。� J豆名古題

駅にごく近い地域で、閉鎖的な工場施設を明るく活気のある開放空間に変えた意義は諜い。かつての、

工場の象設で、あった煙突を新しい公閥的空間のシンボルに変貌させたデザインは巧みで注目をヲiくもの

であった。� 

fふれあい横浜メデイカルセン夕、ーピルjは、ホテjレを医療施設及び福祉施設に用途替えした興味探

い撞設で、いわゆるコンパージョンのさきがけ的な成功例である。平成元年に竣工したばかりの、真新

しい建築がホテルとして立ち告かなくなって、法tl主や担問の常識の壁を越えて進められた計繭で、発注

者と設言十翠当者さらに行政も加えた、建物を活かそうとする強い意図が、このプロジェクトを成功させ

たといえる。議誌の救急務内、各韓検索議、手術議などが、ホテル時代の婚礼部門、貸衣装議などのリ

フォームであることが意表をつくもので楽しい。� 

11葉、浜赤レンガ倉庫j辻、明治44年及び大正� 2年に竣工した� 2つの港湾倉庫で、妻木頼貨の設計であ

る。建築の形、デイテ…jレ、材料の藩択等密震の高い建物である。横浜吉は、これを港の空間とそれに

富む産業活動の記穫装置として採苓する努力を重ね、題迫の開発と一体的な蕗業業務文化施設として蘇

らせた。そこで鰻われたデザインガイドラインとそのコントロ」ルの手法が巧みで、原設計のデザイン

を壊さないという� B的がよく遼成されたリフォームである。

ベストリフォーム諮問で表彰された建物は、以上のようにその吊途も，歴史も異なるものであるが、い

ずれも周辺君主境の保全と更新に努め、利用者や}諮りの人々に努惑を与え、文北の表象としての建築を

重する意図のあるものばかりであった。また、エネルギーや資源の箆釣を含め、地球環境の課金に震を献

していることはいうまでもないの� 
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